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1．課題 と方法

　 1）課題 と背景

　本報告は 、放送大学卒業女性を対象 と した調査を

もとに して 、 大学卒業後の仕事や 学習等の 社会的な

活動 と、それ に対す る放送大学在学の 影響、効果を

検討するもの で ある 。

　放送大学は、生 涯学習を推進す る通信制の 高等教

育機関 として 設立 された 。 1985年か ら入学生を受け

入れ、1989年に卒業者を出 して以来、1996年3月まで

に累計で 8，　340名 （男子3，341名 、 女子4，999名）の 卒

業者を輩出 して い る 。

　放送大学は 「い つ で も、 だれで も、 ど こ に い て も」

学習で きるこ とを基本理 念 として お り、 多様な年齢

層の学生 を受け入れて い る 。 さらに 、 テ レビ ・ラ ジ

オや印刷教材を通 した学習機会の 受益者 につ い て も、

生涯i学習 的な観点か らそ の 意義が認め られる。 しか

も、 学習の 継続 ・卒業者 も、

一
般大学と比較すれば

多 くない けれ ども、通信制 として は高い 学習継続率
・卒業率 と評価すべ きで ある （図 1） 。
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者の 道が どれ ほど開か れうる もの な の か 、疑問で あ

る 。 ま してや 、子育て期以後の 女性の 学習者に とっ

ては 、 学習活動が い か な る社会的な効用 に結び つ く

の か 、 さらに疑問で ある。 しか し、学生が多様な経

歴を もち、また多様な学習動機を もっ て 大学に入 学

して い る。 そうで あればこ そ 、 その 卒業後か らみた

大学の 効用 も、 将来の 教育 を構想す るための 重要な

検討領域 となる 。

　 これまでに も、 放送大学に つ いて は学内外か ら多

くの 調査研究がなされて い る 。 開学前後か ら、おび

ただ しい数の学習需要 ・学習動機な どの 調査が行わ

れて きた し、 卒業後の 仕事に 関す る調査 も増えて き

た 。 しか し、 大学側 の学習動機等の 調査 の 多 くは

「教養教育型」大学を前畏 として お り 、 斉藤貴浩 ・

牟田博光 「放送大学が卒業生に及ぼ す効果の 測定 に

関する研究』（1995）の 調 査 は、卒業生 の 年収 に よ っ

て
一般的な教育投資論での 「職業教育型 」機能を調

査 して い る。

　 卒業者の典型 グル
ープの ひ とつ は、子育て 期以後

の 女性で ある。 すなわち 、 卒業者の ほぼ 6割が女性

であり、年齢 も男性と比較 して 40 歳代の 最頻値層

へ 集中傾向があ る。つ まり、 60 歳以上の 男女に 対

する 「教養教育型」調査 、 20 歳代男女に対する

「職業教育型」調査は 、 それぞれの意 向を うま く把

握するこ とはで きるだろ う。

　 しか し、 子育て期以後の 女性に関わる大 きな社会

的課題の ひ とつ は 、 職業生活や ボ ラ ン テ ィ ア活動な

どをふ くむ多彩な形態を通 じて の社会的な再参入で

ある。 これに 、放送大学は如何 に関わ っ て い る の か 。

　本報告は 、 これまで見落と されて きた枠組み 、 す

なわち 「女性一職業等の社会的活 動一放送大学」を

結ぷ関係の 輪を検討す る こ とを課題 とし、 放送大学

卒業女性の 有志 自らが 企画に あた り調 査 した結果の

報告で ある 。

　ともあれ、 「卒業者」は 、 こ こ で は大学の 教育活

動範囲の
一
部を構成する もの で あ り、しか もそ の後

の 進路 は多様で ある。さ らに は、終身雇用を基礎 と

する日本的経営の もとで は、中高年の放送大学卒業

　2）調査の概要

　調査対象は 、 放送大学の 同窓会員女性2，065名の う

ちラ ンダム に抽出した 1，
　600名で あ り、 1996年 2月〜

3月にか けて 、 郵送法に よる調査 を実施 した 。 有効

回答は 、 　921名、 回収率57，6％ である 。
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2 ．職業生活の 変化 と放送大学

　 1 ）就業状態 と就業形態の 変化

　就業状況 ・就業形態に 関して放送大学 の 「入 学直

前」と 「現在」を比較 し、 その 変化 をみた 。 その 結

果 、 就業状態に つ い て は放送大学入 学直前と卒業後

に大きな変化は見 られない 。 卒業者は現在、 「仕事

を して い る」 64．9％ 、「専業主婦」27．3％、「無職 ・

学生 ・その他等」 9．7％な ど の 状態にある 。

　就業 形態 に つ い て も、入学以前に くらべ 現在はフ

ル タイム の 正社員が減少 し、
パ ー ト・自営がわずか

に増加 して い る もの の 、 不況 に よる正社員雇用の 減

少や卒業生 自身 の 高齢化 を考慮する と 、
こ こ で も全

体 と して 、 大 きな変化 は見 られない 。

　 しか し、 個 々 の 変化 を見ると現在パ ー ト層で ある

者の うち3D．9％は 入学前は専業主婦で あ っ た 。 反対

に 現在専業主婦層の うちの 23．9％ 、 50 歳 まで の無

職の うちの 54．5％ 、また 60 歳以上の 現在無職層の

うち37．096は入学以前は仕事を して い たこ と等、各

層で20％以上の 移動があ っ た こ とがわかる 。

　就業状態の 変化 を年齢別に 見 る と、 40 代で は子

育てが一投落 した専業主婦が就職 した こ と等で就業

率が増加し、逆に 30 代は子育て のた め 、 60 代 は

定年 、 あるい は体力不足等に よ る もの と思 わ れる就

業率の 低下がある 。

　 2 ）仕事生活における変化

　 就業形態で の 変化 はな くと も、 異動や昇進な どを

含めて変化を経験 して い る場合がある 。 そ こ で、各

人の ラ イ フ ス テ ージ の 中で も、 特に放送大学入学か

ら現在 まで の 間に 、 具体的 に どの ような仕事に まつ

わ る変化 を経験 した の か を見た 。

　変化が多 く見 られ るの は 、 正 社員で は在学 中の 時

期の 21，5％ 、 卒業後現在 まで の 33、4％で ある。自営

で は卒業前後 12．3％ 、 卒業後現在 まで 29．　6％ とな っ

て い る。 また 、
パ ー トで は卒業前後の 19．9％ と卒業

後現在まで の 41，9％ に変化を経験 して い るが 、 その

中で卒業後に 「就職 した」者が 15，3％を占めてい る 。

　卒業後の 仕事面で の
一

番 の 変化 と して 、 具体 的に

は 「視野が広が り 、 大卒の 肩書が就職に有利に作用

し、卒業後初め て 正 職員に採用 された 。 」 （正 社員

20 代）、 「卒業の実績が職場の 関心や協力を生ん

だ 。 」　（正 社員 40 代 ）、 「専業主婦だ っ たが 、 卒

業を機に地方公務員 パ ー トに就職」 （パ ート等 40

代）等の 良い 変化の 回答がある。逆 に、　 「放送大学

卒業 と仕事は 関係無 し。 他 の 学校で資格 を取 り卒業

し就職 した 。 」 （正 社員 30 代） 、 「卒業後外資系

の 会社に パ ー トで 職を得た が 、 2年後不景気で全員

解雇された 。 」 （専業主 婦 40 代 ）、 「仕 事に つ き

たい ために入 学 したが、何の 資格 も得 られず以前と

同 じ」　（専業主婦 50 代）等 の声 も聞か れ る 。

　さて 、 変化の 内容として は、正社員層で は昇進等

の 職場内での変化 （78 件）が多 くの 割合を 占めて

い るの に対 して、パ ー ト層で は就職 （69 件 ） ・転

職　 （48 件） とな っ て お り昇進等の 職場内で の変

化はあま り見 られない 。

　年齢別に は 、 20 代で入学前後 ・卒業前後の 時期

に就職 ・転職が多 く、 他 の 層 に くらべ 卒業後現在ま

で の 時期で の 変化 は少な い
。

3Q 代で は 在学中の 転

職と卒業後の 処遇改善等や転職、 40 代で は卒業後

現在ま で の 就職が経験として あげられて お り、年齢

に よ り少 しずつ 就業に 関する機会に違いかみ られる 。

　 3）仕事面の 変化 と放送大学

　こ うした仕事面で の 変化に放送大学で の 学習や経

験が影響 して い るで あろうか 。 影響 して い るとすれ

ばどの よ うな点で あろ うか （表 1 ） 。

表 1　 住事面の 変化と放送大学の 影響
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　 「仕事 面で変化があ っ た者」の うちで は 「大い に

影響 してい る」は 25．9％ （対象全体で は14、1％）で

ある 。 どの よ うな 点が影響 して い るか に つ い て は 、

第
一

は 「独学で で きた 自信」 、 次い で 「幅広い 知識」 、

そ して 「専攻科員の知識 ・技術 」　「大学卒業資格」

の 順 とな っ て いち。

　 これを属性別に 見 ると 、 とて も重要 と答えて い る

比率は正社員層 で パ ー
ト層の比率を上回 っ て い る 。

仕事上 の 表面的変化 はな い と した 層で 、む しろ放送

大学の学習や経験を重ん じて い る結果 とな っ て い る。

こ れは仕事面で の変化の 実態か ら、職場内で の 昇進
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等能力発揮の 機会が正 社員層 に多 く得 られる こ とも

要因と考え られ る。

　 「放送大学で
一

番影響を受けた 学習や経験」と し

て 、 自由回答でみ る と具体的 に 「卒業研究」や 「面

接授業」をあげて い るもの が多か っ た 。 「や は り卒

論で ある 。 今まで 学習 して きた以上の 体験がで き、

知識も得 られ、自信もつ いた 。 」　0餌 ト等 40 代）、

「専攻特論 。 論文を仕上げる まで の 過程 。 指導教授

の 考え方 、 物事に 対す る姿勢に影響 された」 （そ の

他の 仕事 30 代）、 「面接授業 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

は刺激 にな っ た 。 」　（正 社員 40 代）。

　放送大学で の 学習 や経験は就業面で の 主 だ っ た変

化に は結びつ きが少な く、 教養的内容が主体の 教育

に不満の 声 もあるけれ ども、
一

方で は放送大学で 得

た もの を糧 と して 、 そ の後活動を促す要因 とな っ た

との意見や 、 さらに、その後の活動を支え る 自信 、

活力 とな っ て い る との 意見 が多 く得 られた 。

動をおこな っ て い る 。 とこ ろが 、 この 率は放送大学

卒業女性の 場合 、 se，8％ とい う高率に なる 。 現在 も

学習を継続 して い る女性は 、 放送大学卒業生で い ち

じる しく多い 。 回答者の 43％が卒業後、放送 大学に

再入学 して い る。 しか も、 そ の うち 7割は 、 現在 も

学生の 資格 を保持 して い る 。

表 2 学習活動の 行動者率

放送大学 　業 女性 一
股女性

　　　’ 一
　者’

フルタイム正社員 ・職員
バ
ー

トタイ ム

自営 ・家業従事 ・経営者

専業主婦 （50 代 まで ）

　　　 60 　 卿

2792228116612881．076
．680
．278
．3891

39，535
，9

− 一一

363101

計 （他、不 日 を含あ） 921808356

1）− tR女性 は総 拐庁 「平成 3年 農社会 生活 基輜 査」よ り作成。
2）放送大学卒 業女性 は調査 時年 齢 22 歳以上 で あ る が、
　 「社会生活 蚕本凋査 亅の 一般 女性 は 20 歳以上。

　 3 ）学習機会か ら就業機会へ

　 こ れまで の 結果をま とめると 、 第一
に、様 々 な制

約を受ける中で 、 意欲的に仕事を して い る。 次に 、

それ らの 活動を支えて い る もの の 中に 、 放送大学で

の学習や経 験か ら得 た 「自信」　「知識」 「専門性」

「資格」が ある 。 そ して 第三 に はさらに 学習を続 け

て 自己の 能力をなん らか の か た ちで社会に役立て た

い として い る 。

　本調査で は 「仕事を して い る」層を中心 に 設問を

多 く設けた が 、 「仕 事を して い ない」眉の就業意欲

も注 目される 。 専業主婦の 39，3％ は 「放送大学の 学

習を生 か した仕事に就きた い 」、31，1％は r配偶者

や家族 の 協力が あれば仕事を した い 」 と考えて お り、

「資格や技能を身に つ け仕事を したい 」 との希望 も

24．4％あ る 。 特に 「学習を生か した仕事」に つ い て

は 、 どの年齢層で も30％以上が希望 している 。

3．仕事面以外の学習効果

　本調査で は 、 放送大 学で の 学習経験が、仕事だけ

で な く、卒業後の さ まざまな学習活動 や 、 ボラ ン テ

d．ア
・福祉 などの 社会活動も含め て 、 調査を した人

ぴ との 卒業後の 生活 に 、 い かに影 響をもつ か把握 し

よ うと した 。

　 1）現在の 学習活動の状況

　放送大学を卒業 した女性 と 、

一
般女性の学習活動

（一般女性 に つ い て は 、 総務 庁 r社会生活基本調査亅

によ る） を比 較 した （表 2 ） 。

一
般の 成人女性で は 、 35．6％がなん らかの学習活

　 卒業者全体で は29．0％が 「放送大学の 学生 」で あ

る 。
つ づ い て 「自主 的な勉強会を する」（25，G％）、

厂家庭で 自学 自習する」（20、　8％ ）、 「地 方自治体の

公開講座 に参加する」（14．5％）、 　「通信教育を して

い る」（10．　6％）な どの順位で あ る 。 そ の他の 厂カル

チ ャ
ー

セ ンタ
ー

で 学習 して い る」や 「職場内で教育
・訓練を受けて い る」は約 1割前後で 、 専門学校や

他の 大学で 学習 して い る者は、わず かに 2 ％前後で

あ っ た 。 カル チ ャ
ー

セ ン タ
ー

、 通信教育 、 他大学で

の 学習 よりも、自主勉強会の 開催や、家庭で の 自学

自習 、 さらには公開講座な ど、公的機関を利用する

事例が 目立つ 。 経済 的な負担を少な くし、 時間をや

りくりする必要性か ら出た結果で はない だろうか 。

　就業形態別 にみ る と、 「フ ルタイ ム の 正 社 員 ・職

員」の 8 割が 、 放送大学へ の 再入学や、自主勉強会

などの形で学習を継続 してい る。 　「正社員」で 働 く

人び とは 、 職場内の 教育 ・訓練を受 けて い る もの が

20．4％ と多い 。 「パ ー トタイム」で は、学習行動が

もっ とも少な い
。 「無職 ・60代以後」をみ る と、 5

割が放送大学に再入学 し、 3割弱が 「自主 的な勉強

会」また は 「家庭学習」をお こな っ てい る 。

　年代別で は 、 放送大学で の 継続 学習率は 、 年代が

あが る ご とに高
1

〈な り、 就学率 と年齢 との 間に関係

の あるこ とが認 め られ る。

　20 代で 、

’
「家庭で 自学 自習」や 、 「通信教育」

が 他の 年代 より多い 。 これは、子育て を しなが ら学

習継続を し、放送大 学卒業後 に な にが しか の 資格 を

とり、 就職機会に つ な げよ うとして い るの で ある 。
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　放送大学卒業 女性の 中で は 、 60 代が も っ とも積

極的な学習者で ある 。

一
般女性の 60 代で は学習行

動者率が 10．1％ で あるの に対 して 、放送大学卒業生

は89．1％ の 高い 比率に な っ て い る の で ある 。

　 2 ）社会的な諸活動

　 ここで 「社会活動」 と して 、 ボ ラ ンテ ィ ア 活動や

福祉活動だ けで な く、 趣味活動な ど広範囲な もの を

含め た 。 結果をみ る と、放送大学の 卒業女性の うち 、

現在 なん らかの社 会的な活動 を してい ると回答 した

もの は 20 代 、 30 代 で約半数 、 その他 の年代で は

6 割強に な っ た 。 雇用形態別 で は、フ ル タイ ム 正 社

員 ・職員 と、無職で 60 歳以上の 層で は社会活動が

もっ とも少な くな っ て い る 。

　 活動 内容 では 、 「自主 的な活動サ
ー

クル 」が
一

番

多 く、 「ボラ ン テ ィ ア 活動1 が それに続 く。とくに 、

40 代 、 50 代が そ うした活動の 中心 とな っ て い る 。

民生委員や 福祉活 動に 関して は、世代 と雇用 形態を

問わず活動は、 3 ％ に とどま っ て い る 。

　 さらに、放送大学で の 学習 や経験が、それ に どの

程度影響 したかをみ る と 、 「ボラ ン テ ィ ア活動」や

「福祉活動1 では 、　厂大い に影響」 と 「少し影 響 j

があわせて 5割で あ っ た 。 なお 、 「学校の PTA 活

動」や 「地域社会の 青少年活動」に つ い ては 、 約 7

割以上 が放送 大学の 経験 は 「ま っ た く影響 して い な

い 」と回答 して い る 。

　 40 代 、 50 代 、 60 代 と世代 が上昇するに つ れ、

子育て か ら開放 され退 職す るなど間的余裕がで きる。

そ うした女性の 中に は、放送大学の 「生活 と福祉」

や 「発 達 と教育」な どの 講座 に 興味を もつ 人 ぴ とも

多い 。 本調 査で も 「入 学動機は福祉活動に役立 て よ

うと思 っ たか ら」や 、 「再入学 し、 ボラ ン テ ィ ア 活

動に 向け勉強中」な ど、放送大学の 学習が期待され

て い る こ とを表す意 見が少な くな か っ た 。

　ただ し、 厂社会活動状況」で も 、 福祉活動な どの

ように 資格 の い る領域 で 活動 して い る人は実際に は

少ない 。 放送大学で 社会福祉士 や介護士な どの 資格

を取得 で きるシ ス テ ム に して ほ しい とい う要望が多

数あ っ た。

　 3 ）入 学動機 と達成感

　放送大学入 学時をふ りかえ っ て みた入学動機と、

現 在の達 成感 や成果 を比 較 して みた 。

　 「教養を身 に つ ける」、　「大学卒業資格 の 取得 」、

「関心 ある分 野の知識を深め る」の 3項 目が、 7割

以上の者が 「強い 」入学動機 と して挙げて い る。 そ

の 達成感をみ ると、 3 つ の 項 目い ずれ も 8割が 「大

い にあ っ た」と回答 して い る。

　 「大学院 に進 むため」、　「よ りよい 職業 に つ くた

め」、 「友人を作 るた め 」は入 学動機 と して は低 い

期待で あ っ た 。 た だ し、達成感 とい う点で 見 ると、

「友人 」を得る こ との 達成感 は高 く認 め られて お り、

ほかの 「大学院進学」な どを越え る反応が あ っ た 。

　雇用 形態別にみ る と、有職者 （フ ル タイム 、パ ー

トタイ ム を含む）の 7 割か ら 8 割は 、 大卒の 資格取

得を重視 して入学 して お り、その 達成感 も高い。

　最後に 、 放送大学の 学習や 経験を通 して 、自分が

変わ っ たと思 うこ とは 、 「精神的に充実 して きた」 、

「勉強を続 けた い と思 うよ うに な っ た」 、 「社会的

に視野が広が っ た 」の 項 目で 4 割以上が 変化 を認 め

て いる 。 反面 、 「家族や友人へ の 接し方がか わ っ た」、

「社会的な 活動 へ の参加意欲 が 出て きた 」や 、仕事

に 関す る項 目で は ほ と ん ど変化 が なか っ た とい う見

方が大半を しめた 。

4。考察

　 本調査か ら、 女性 に と っ て の 放送大学卒業 の 効用

を仕事の 面で み る と、就 職等 の す ぐに 目に見 える形

の もの は少ない 。 しか し、変化 を丹念に調 べ る こ と

に よ っ て 、仕事の 面で も、さまざまに大学在学の 効

用が あ る こ とが 明 らか に な っ た 。 また 、 多様 な学習

活動 やボ ラ ン テ ィ アな と他の 社 会活動面で も、大学

学士取得に よ る大きな変化 が見 られる 。

　放送大学の 「知名度が低い 」 とい う卒業生の声が

多 くあ っ た 。 すで に多 くの 卒業生 を輩出 し、全科履

修生 だ けで も、在学者 2 万 5千入 を越え る マ ン モ ス

大学で ある 。 に もか かわ らず 、 しか るべ き社会的な

認知を得て いな い とすれば、それ は そ の 卒業生 の

「就職」や 「仕事で の 活躍」が 目に見えない ため て

は なかろうか 。 我が国の 企業経営や官公庁 の人事制

度か らいえ ぱ 、 それは 必ず しも大学や卒業者 に問題

が ある とはい えない 。 しか し、 卒業者の さま ざまの

隠れた活躍 と大学教育活用 の 経験を積極 的に点検 ・

評価する こ とな しに は 、 大学の 可能性はい つ まで も

開かれて い か な い
。

　職業およ び職業再 参入 準備の た め の 教育とい う理

念は、 「い つ で も、 どこ で も、だ れで も」 とい う入

り口 の 開放性の理念と矛盾する もの では な く、 その

検討は 、日本型 の 生 涯学習 の 将来展開を論 じる うえ

で 、 きわめて 重要な領域で ある、とわ れわれ は考え

てい る 。
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